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評価コメント 

 約２４時間周期の生物リズムを刻む概日時計は、自律振動して生理現象を安定に制御する頑強性と

環境変化に応答して位相制御する柔軟性を兼ね備えている。本研究は、頑強な振動体が転写リズムに

より生み出されるとする従来の転写時計の概念から踏み出し、転写後あるいは翻訳後制御に着目し、

クロノコードという新概念を提唱し、新たな振動原理を追究することを目指している。 

 現地調査において、（１）振動体の柔軟な位相制御機構及び（２）頑強な振動の維持機構と生理機能

の安定な制御機構の両アプローチの研究が進み、それぞれ既に得られた研究成果の論文発表も行い、

更なる進展につながる結果も得ている等、研究の順調な進捗状況が確認できた。 

 また、研究分担者との連携も密に行われていること、装置などの購入や博士研究員の採用等も研究

の進展に資する方向で順調に行われていることが確認できた。 

 本研究の目指す新たな振動原理の追究というブレイクスルーに向けて、研究の革新的進展がなされ

ることを期待する。 
 
 
 

 
 
 

  


